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用いて，蛍光色素ピレンテトラスルフォン酸をベシクル内にとり込ませ， Tl+又は Iー の流入による消光
を利用して， Tl+， 1の透過速度を求めた。最も速い速度は脂質平面膜法で，電気的に観測されたカチオ
ン及びアニオンチャネルを通るイオン流束に対応することを示した。
次いで， pH勾配に従うH+およびOHー のチャネル透過に関する基礎的な知見として緩衝剤存在下での
H+/OHー の溶液内拡散の理論的検討を行なった。その結果，直径0.1ミクロンのベシクルの場合，約10
ミリモル以上の緩衝剤が存在すれば，ベクシルのサイズが有限であることは無視できることを示し，そ
れに基づいて，溶液pHジャンプ後のベクシル内pH変化速度から，任意のpHにおいて， H+とOHー の膜
透過係数をそれぞれ求める方法を示した。
更に上で得た解析法に従って，筋小胞体ベクシル内に蛍光色素ピラニンをとり込ませ，溶液のpHジャ
ンプを行い， H+とOHの透過係数を求めた。これらの値は非常に大きく，筋小胞体にはH+/OHーの透
過が特別の機構によっていることが示唆された。
以上のように，本論文は筋小胞体の一価イオンに対する高い透過性を実時間で直接測ることに成功し
たものであり，生体膜のイオン透過機構の研究に新しい知見を与えた。よって本論文は学位論文として
価値あるものと認めるO
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